
第5章

Gitでバージョン管理
～リバート編～

私「コミット…キリッ！え、仕様ミスで取消ですか？」
Git「過ちなど打ち消すが良い。プラマイ0じゃよ。」



今回の目的1

● ログの閲覧 (log)
ファイルに対するコミット履歴を一覧表示します。

● ファイルの注記 (blame)
各行のコードがどのコミットで変更されたのかを表示します。
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今回の目的2

● コミットの打ち消し (revert)
あるコミットの変更を無かったことにします。
逆の変更を行うコミットにより、打ち消します。

● 過去の変更のリセット (reset)
任意のコミットの状態に行単位で戻します。
元に戻しても自動コミットされないため、コミットし直す必要
があります。
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実施内容
● コミットログを確認する！
● 打ち消しやリセットをする！
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1. ログを見るコミットを選択します。

2. ログを見るファイルを右クリックして、
ログを表示します。

3. コミットログと差分が表示されます。

ログの閲覧 (log)
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1. ログと同様の右クリックメニューで、
担当者…をクリックします。

2. 各行のコードが
どのコミットによる
変更か確認できます。

ファイルの注記 (blame)
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1. 取り消すコミットを
右クリックして、
適用前に戻します。

2. Revertコミットが作成されます。

コミットの打ち消し (revert)
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過去の変更のリセット (reset)

1. 過去の状態に戻したいコミットを
右クリックして、戻します。
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選択した
コミット時点の
ファイル内容に
戻ります。



過去の変更のリセット (reset)

2. 1のリセット戻った変更を
さらにリセットします。

(1のリセット操作が
なかったことにします。)

3. すべてをリセットします。
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過去の変更のリセット (reset)

2. 1のリセット戻った変更を
さらにリセットします。
(1のリセット操作が
なかったことにします。)

3. すべてをリセットします。

4. Uncommitted changesが
消えたことを確認します。
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過去の変更のリセット (reset)

5. 任意のコミットの
特定の行だけ
元に戻します。

選択した1行が
(当時のコミットで
追加されたので)
削除という形で
Uncommitted
changes
になります。
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補足

● 直前のコミットの修正(amend)との違い
直前のコミットを修正すると、歴史が変わります。
これは複数人で運用している場合に注意です。
既に公開した過去のコミットを変えてしまうと、他の人の状態と不整合が起きてし
まいます。

● 打ち消しの使い道
上記の通り、複数人で運用している場合は歴史は変えてはいけません。
もし、間違えたコミットを公開してしまった場合は、そのコミットをまるごと取り消す
コミットすることで、歴史を変えずに間違えたコミットを無かったことにします。
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第5章クリア
最強無敵のGitでコミット履歴の確認や過去の変更を元に戻
すことができました。履歴目的や過去にも戻れるように、積
極的にコミットしていきましょう。

次回は、リベースを使って、複数のブランチで綺麗な歴史を
つくりましょう。


